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－ 3 －

長期履修申請における必要提出書類について

岩手医科大学大学院の長期履修学生取扱い規則第５条および第６条に規定する長期履修を申請

する場合は、長期履修申請書（別表）のほか、次のとおりの書類提出を必要とする。

１．就業を理由として、新規に申請あるいは期間を延長する場合に必要とする書類

盧　勤務先からの就業（予定）証明書

・就労時間、就業場所が記載されていること。

・アルバイト等にあっては雇用予定期間が記載されていること。

２．育児を理由として、新規に申請あるいは期間を延長する場合に必要とする書類

盧　母子手帳等、出産予定あるいは出産したことを証明する書類

３．介護を理由として、新規に申請あるいは期間を延長する場合に必要とする書類

盧　介護認定書、あるいは介護を必要とすることを記した医師の証明書

盪　住民票等、被介護者との関係がわかる書類

４．その他修学に重大な影響を与える事情を理由として、新規に申請あるいは期間を延長する場

合に必要とする書類

盧　その事由を明らかにすることのできる公的機関、病院等の証明書

５．就業を理由として長期履修を許可された者が、期間を短縮する場合に必要とする書類

盧　次のいずれかの書類

・退職したことを証明する書類

・就労を免除されたことを証明する書類

・就労時間あるいは就業場所が変わったことを証明する書類

６．育児あるいは介護を理由として長期履修を許可された者が、期間を短縮する場合には長期履

修申請書以外の書類は特に必要としない。
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岩岩手手医医科科大大学学大大学学院院歯歯学学研研究究科科外外国国人人留留学学生生規規程程
令和２年４月１日制定

（趣旨）

第１条 この規程は、岩手医科大学大学院歯学研究科（以下「本学」という。）における外国人留学生（以下、

「留学生」という。）に関し必要な事項を定める。

（定義）

第２条 留学生とは、出入国管理及び難民認定法（昭和 年政令第 号）別表第１に規定する在留資格中

「留学」に該当する者であって、本学から入学を許可された者をいう。

（留学生の区分）

第３条 留学生の区分は、次のとおりとする。

１ 一般（私費）外国人大学院学生（以下「一般留学生」という。）

２ 国費外国人大学院学生（以下「国費留学生」という。）

３ 外国人研究学生（大学院入学を目的として特定の授業の履修を認められた外国人をいう。以下「研

究学生」という。）

（留学生の入学資格）

第４条 留学生の入学資格は、岩手医科大学大学院学則（以下「学則」という。）第 条に定めるところによ

る。

（入学定員）

第５条 一般留学生及び国費留学生の定員は、学則第５条に規定する収容定員内の若干名とする。

２ 研究学生の定員は、若干名とする。

（修業年限）

第６条 一般留学生及び国費留学生の修業年限は、学則第６条に定めるところによる。

（入学の時期）

第７条 一般留学生及び国費留学生の入学時期は、学則第 条に定めるところによる。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事由があり、かつ、教育上支障がないと歯学研究科委員会（以下、「研

究科委員会」という。）が認めるときは、入学時期を 月とすることができる。

３ 研究学生は、年度の途中においても入学することができる。

（入学に関する手続き）

第８条 留学生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類（別表に示す様式とする。）に所定の入学検

定料を添え、学長に願い出なければならない。

１ 入学志願書

２ 履歴書、志望理由書、受験票

３ パスポート及び外国人登録済証明書

４ 最終出身校の卒業（修了）証明書及び成績証明書

５ 留学中の身元引受保証及び経済的保証に関する書類

６ 推薦書

７ その他本学が必要と認める書類

（入学者の選考）

第９条 一般留学生入学志願者に対して、外国人留学生特別選抜試験（以下「選抜試験」という。）を行う。選

抜試験は、学力検査及び書類審査とし、研究科委員会の議を経て合否を決定する。

２ 国費留学生入学志願者については、選抜試験によることなく、文部科学大臣からの協議書類を審査し、研
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究科委員会の議を経て合否を決定する。

３ 研究学生入学志願者については、書類審査による選考を行い、研究科委員会の議を経て合否を決定する。

（入学手続及び入学許可）

第 条 前条の規定により合格とされた者は、指定の期日までに所定の書類を提出するとともに、授業料及

び施設整備費を納付しなければならない。

２ 前項に定める入学手続を完了した者に入学を許可する。

（修了）

第 条 一般留学生及び国費留学生が所定の期間以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導

を受けたうえ、学位論文審査・最終試験に合格したときは、研究科委員会の議を経て課程修了を認定する。

２ 一般留学生及び国費留学生の修了の時期は、３月又は９月とする。

３ 一般留学生及び国費留学生が、学則第６条第３項の規定により早期課程修了を申請した場合は、研究科委

員会の議を経て修了を認定することができる。

（入学検定料等）

第 条 一般留学生及び国費留学生に係る入学検定料、授業料及び施設整備費の額は、学則第 条第１項に

定めるところによる。ただし、国費留学生には入学検定料の規定は適用しない。

２ 研究学生の入学検定料には、学則第 条第１項の規定を準用し、授業料の額は、岩手医科大学研究生及

び研修生規程第 条第１項第２号に定めるところによる。

（授業料の免除）

第 条 本学と諸外国の大学との間において締結される大学間交流協定又はこれに準ずるものに基づき受け

入れる留学生については、前条の規定にかかわらず入学検定料、授業料及び施設整備費の全部又は一部は徴

収しない。

（規程の適用関係）

第 条 この規程に定めのない事項は、学則その他関係諸規程に定めるところによる。

（規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は、研究科委員会の議を経て学長が決定する。

（事務）

第 条 この規程に関する事務は、歯学部教務課が行なう。

附 則

この規程は、令和２年４月１日から施行する。
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別表（第８条関係）

一般留学生及び国費留学生

号 提出書類 一般留学生 国費留学生

１ 入学願書 注１ ○ ○

２ 履歴書、志望理由書、受験票 注１ ○

３ パスポート及び外国人登録済証明書 注３ ○ ○

４ 最終出身校の卒業（修了）証明書及び成績証明書 注４ ○

５ 留学中の身元引受保証及び経済的保証に関する書類 注４ ○

６ 推薦書 注４ ○

７ その他本学が必要と認める書類 注４ ○ ○

研究学生

号 提出書類 研究学生

１ 入学願書 注２ ○

２ 履歴書、志望理由書 注２ ○

３ パスポート及び外国人登録済証明書 注３ ○

４ 最終出身校の卒業（修了）証明書及び成績証明書 注４ ○

５ 留学中の身元引受保証及び経済的保証に関する書類 注４ ○

６ 推薦書 注４ ○

７ その他本学が必要と認める書類 注４ ○

注１：岩手医科大学大学院歯学研究科学生募集要項様式を使用する。（※国費留学生：受験票は提出不要）

注２：様式第１号から様式第３号までを使用する。（※受験票なし）

注３：原本の写し。現に日本国に在住していない者は、渡日後直ちに提出すること。

注４：任意様式とする。
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２．履修・単位関係



岩手医科大学大学院 歯学研究科 概要 

 

1  目的および使命 

  本研究科は、国際的な視野に立って自立して研究活動を行うに足りる高度の研究能力

及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とし、歯科医学と地域歯科医療の発展

に貢献する生命科学研究者及び臨床歯科医師を育成する。 

 

2  学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

  歯学研究科は、国際的な視野に立って自立して研究活動を行うに足りる高度の研究能

力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とし、歯科医学と地域歯科医療の発

展に貢献する生命科学研究者及び臨床歯科医師を育成します。 

大学院歯学研究科の理念と教育目標に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各資質

を身につけ、学位論文審査に合格した学生に“博士（歯学）”の学位を授与します。 

1. 革新的な歯科医療開発の基盤となる研究を立案するために必要な、基礎、臨床（応

用）さらには学際的な分野にいたるまでの、幅広い知識を身につけている。 

2. 最新の生命科学ならびに歯学の情報を分析して新たな課題を現実の問題から見い

だし、研究を計画し遂行することができる。 

3. 研究結果を論理的に捉え、自らの思考や判断について的確に記述することができる。 

4. 得られた研究成果の歯科医学における発展性について、論理的に説明できる。 

5. 専門領域の国際学会等で研究成果を発表するためのプレゼンテーション能力やコ

ミュニケーション能力を身につけている。 

6. 歯学研究者として高い倫理性を持って、得られた知識、成果を社会に還元し活かす

態度を身につけている。 

7. 高度臨床歯科医としての診断・治療能力を活かした臨床推論を展開し、地域医療の

向上に参画する意欲を持っている。 

 

  以上の教育成果を達成することができるように博士課程のカリキュラムが構成されて

います。定められた期間内に所定の講義と実習を受けて（学則第 6 条と第 8 条）、高度歯

科医療技術者としての知識と技能および態度を身につけることが求められます。また、

研究活動で得られた科学的知見を学位論文として提出し、公表されなければなりません。

論文の審査と最終試験合格が、学位授与の要件となります。 

 

3  教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

博士（歯学）の学位授与の方針を実現するために、幅広い分野にわたる基礎的、汎用

的な共通科目と、より専門的なコース科目による教育課程を整備し、体系的な履修を促

進します。 



 

1. 各専攻領域に共通する幅広い素養や自主性、知識・技術を涵養するために講義・演

習による大学院共通教育プログラムを設置します。 

2. 情報分析力、語学力、コミュニケーション力等の汎用的な能力を身につけるために、

共通基礎科目を必修とします。 

3. 専攻別学科目に加え、とくに優れた研究能力を備えた臨床歯科医の養成を目的とし

て、高度臨床歯科医育成コースを設置します。 

4. 専門分野の知識の獲得を確実にし、研究計画につなげるために、個人別の教育・研

究履歴を作成します。 

5. 高度臨床歯科医師として、その専門性を生かして地域医療の向上に参画する意欲を

高めるために、高度臨床歯科実習等の科目を配置します。 

6. 歯学研究者として高い倫理性を持って、得られた知識、成果を社会に還元し活かそ

うとする態度を身につけるための科目を配置します。 

7. 自らの思考、判断のプロセスや研究方法・成果を、論理的に的確に説明することが

できるように、初期および中間審査を実施します。 

8. 中期審査に合格し、かつ研究論文が雑誌に投稿、採択された学生は、主査副査によ

る一次審査と研究科委員会による二次審査をへて、博士（歯学）の学位を授与しま

す。 

 

4  入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

  本学大学院学則では「医学、歯学及び薬学に関する学術の理論および応用を教授研究

し、その深奥を究めて文化の進展に寄与することを目的及び使命とする」と謳っていま

す。歯学研究科では、これを踏まえ、高い研究能力と地域医療の実践能力を有する人材

の育成を目指しています。 

 

歯学研究科では、次のような人材を求めています。 

1. 先進的な歯科医学に深い探究心がある人  

2. 国際的な広い視野に立つ生命科学研究者を志す人  

3. 高度臨床歯科医師として地域歯科医療の発展に貢献できる人  

4. 豊かな人間性を持ち、物事に柔軟な対応ができる人  

5. 常に問題意識を持ち、継続的に自学自習のできる人 

 

  多様な人材を募るために、一般選抜と社会人特別選抜試験を行います。 

  選抜試験では、外国語試験によって国際的な研究水準および研究成果の発信に必要な

語学力を有することを確認します。さらに、専門試験によって、先進的な研究に必要な

専門領域の知識・技能の基礎的な力の有無を判断します。 



  なお、入学者の受け入れにあたっては、民族、宗教、国籍、性別および性的指向など

を問わず、多様な人材を募集します。 

 

5  評価方針（アセスメント・ポリシー） 

  本学歯学研究科は、医療研究者として備えるべき資質を学位授与方針（ディプロマ・

ポリシー）に定めて、それに沿ってカリキュラムを構成しています。研究活動を通じて

「誠の人間へ成長する」との理念に立脚し、以下の指針に則って評価します。 

1．研究成果を問う最終審査に至るまで、初期審査と中間審査を設けて、研究企画力と実

行力および研究の将来性を段階的に評価します。これは、より良い研究へ発展させる

ための形成的評価に位置づけられます。なお、これらの審査の結果を踏まえたうえで、

主査・副査による一次審査と研究科委員会全委員による最終審査を経て、合否の判断

をします。 

2．演習・講義は 15時間をもって１単位修得、実験・演習は 30 時間をもって１単位修得

するものとします。なお、必要な単位数は１年次 15 単位（主科目 10 単位、副科目 3

単位、選択科目 2単位）、２年次 15単位（主科目 10 単位、副科目 3単位、選択科目 2

単位）の合計 30 単位とします。なお、留学して得た修学の成果は研究科委員会でそ

の適切性を審議した上で認めますが、10 単位を超えないこととします。 

3．早期課程修了については、学位論文審査の手引きに添付した学位審査報告書の特記事

項欄に「早期修了あるいは長期履修の場合は、その理由を必ず記載すること」と明記

することとし、その可否については、大学院歯学研究科小委員会ならびに大学院歯学

研究科委員会で協議のうえ慎重な判断をすることとします。とくに学位論文の内容が

原著論文として十分であり、且つ短報化していないことを十分に吟味したうえで早期

課程修了者として認めます。 

 

6  修 業 年 限 

  4 年（標準修業年限） 

  ただし、優れた研究業績をあげたと認められた者については、3 年以上在学すれば足り

るものとする。 

 

7  履 修・単 位 

  学生は、所定の期間内に主科目の責任者の指導を受け、次に定める 30 単位以上を修得

しなければならない。 

  1． 主科目  20 単位以上（共通教育プログラム、その他の必修科目による単位を含む）   

2．副科目  6 単位以上 

3．選択科目 4 単位以上 

 



8  学 位 授 与 

    本研究科に学則に定める期間在学し、所定の科目を履修して研究科の定める単位を修

得し、さらに独創的論文を提出して、論文審査および学位論文を中心とした最終試験に

合格した者に対して学位を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育成果物の利用に関して 

 

 学生の皆さんの在学中の教育成果物（スケッチ、レポート、ポートフォリオ等）を、後

進育成のために授業中に使用する教育資料として使用させていただく場合があります。ま

た、e-learning システムへの掲載、教育成果報告書、学会発表、論文発表で使用し、機関リ

ポジトリに掲載する場合がありますが、掲載する場合には個人の特定ができないように匿

名化するなどの配慮をしますので、個々の事例に関して当該教員から要請があった場合は

ご協力ください。同意されない場合でも、不利益になることはありません。 



岩手医科大学大学院歯学研究科の修了時コンピテンス・コンピテンシー 

 

[博士課程] 

⒈ 最先端の歯学研究を理解するための知識体系化能力 

  歯学のみならず生命科学に係る知識を幅広く修得し、最先端の歯学研究を

理解するための論理的な思考能力を備えている。 

⒉ 主体的な研究を行うための研究計画・実行能力 

  論理的・客観的な立場から、自ら革新的な歯学研究を立案・計画し、研究

医目標達成のための適切な研究手法を選択して実行することができる。 

⒊ 科学的根拠に基づいた論理的思考能力 

  研究成果に係る科学的情報を正確に解釈し、研究結果を論理的・客観的に

捉えて考察し、結論づけることができる。 

⒋ 生涯にわたる研究計画・実行能力 

  自身の研究成果をさらなる先進的な歯学研究に発展させ、生涯にわたって

の研究を推進する能力を備えている。 

⒌ 研究成果の国際的発信能力 

  国内のみならず海外の研究者との情報交換を積極的に行い、国際社会に向

けて自身の研究成果を公開することができる。 

⒍ 高い倫理観に基づいた研究遂行能力 

  医療倫理・研究倫理に係る基本的な知識を身につけるための情報収集に努

め、正しい倫理観に基づいた研究活動を行うことができる。 

⒎ 高度臨床歯科医師としての社会貢献能力 

  地域社会における歯科医療の役割を理解し、他職種連携の実践を通じて臨

床・研究活動を展開することができる。 



専攻別学科目 
必修科目 主科目 副科目 選択科目 

学位審査 
１〜３年次履修 １〜２年次履修 １〜２年次履修 １〜２年次履修 

口腔解剖学 

口腔組織学 

口腔生理学 

口腔生化学 

口腔病理学 

口腔微生物学 

歯科薬理学 

歯科理工学 

予防歯科学 (＊) 

う蝕治療学 (＊) 

歯周療法学 (＊) 

冠橋義歯・口腔インプラ

ント学 (＊) 

有床義歯・口腔リハビリ

テーション学 (＊) 

口腔外科学 (＊) 

歯科麻酔学 (＊) 

歯科放射線学 (＊) 

歯科矯正学 (＊) 

小児歯科学・障害者歯科

学 (＊) 

歯科内科学 

（＊：含 高度臨床歯科

医育成コース） 

 

１年次： 
大学院共通教育プログ
ラム 
 
 
 
２年次： 
基礎教育特論 
 
 
 
３年次： 
臨床教育特論 

専攻別学科目が開講する授業
科目より選択 

主科目として専攻する学科
目以外の専攻別学科目が開
講する授業科目より選択 

主科目や副科目として専攻
する学科目以外の専攻別学
科目が開講する授業科目よ
り選択 

１〜２年次： 
初期審査 

 
 
 

３年次： 
中期審査 
 
 
 
４年次： 
学位審査 
（一次審査・最
終審査） 

単位数 各３単位 
（主科目に含める） 

10 単位 (1 年次) + 10 単位 (2
年次) = 20 単位 

3 単位 (1 年次) + 3 単位 (2
年次)  = 6 単位 

2 単位 (1 年次) + 2 単位 (2
年次) = 4 単位 

 

修了要件（①と②を満たすこと）：① 総計 30 単位以上の取得、② 学位審査 [初期審査、中期審査、学位審査（一次審査・最終審査）] 

岩手医科大学大学院歯学研究科 博士課程修了要件 
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－ 1 －

眈 大学院歯学研究科の授業等実施概要

１．昼夜開講による履修および研究について

近年の社会人の生涯教育への要望に応えるため、社会人が最新の歯科医学の知識・技術を学

び、高度な歯科医学研究能力を身に付けることを可能にするため昼夜開講制を採用している。

昼夜開講制とは、夜間（18：00～21：10）や特定の時間（時期）に授業および研究指導の時

間を設け、現在地域医療に携わっている開業医や病院勤務医等の社会人が、大学院の授業及び

研究指導をより受け易くするための制度である。

・臨床研修医は夜間または土曜日の授業（講義・実験および演習等）を受けることになり、１

年目は６単位以上を履修することが望まれる。

・臨床研修医以外の社会人の授業は、夜間、土曜日及び社会人の多くが休暇等をまとめてとり

易い夏季休暇期間等の履修も可能で、年間１２単位以上の履修が望まれる。

２．履修の方法

学生は、所定の期間内に下記のとおりの各学科目及び大学院共通教育プログラムを履修する。

１．主科目　　２０単位以上

うち大学院共通教育プログラム履修３単位を含む。

２．副 科 目　　　６単位以上

３．選択科目　　　４単位以上

平成１９年度以前に入学した学生は、大学院共通教育プログラムを必修科目とはしない。

３．高度臨床歯科医育成コースについて

中央教育審議会の答申から、優れた研究能力等を備えた臨床医・臨床歯科医等の養成を主たる

目的とする教育課程においては、臨床医・臨床歯科医など高度の専門性を必要とされる業務に必

要な診断・検査技法、手術手技、態度を修得させるほか、臨床医・臨床歯科医に求められる資質

や能力を涵養するために必要な内容をコースワークに盛り込むなど、体系的かつ組織的な教育活

動が必要であることから、臨床系学科目に高度臨床歯科医育成コースを導入する。

時　限 授　業　時　間 備　　考

１

２

３

４

８：５０～１０：２０

１０：３０～１２：００

１３：００～１４：３０

１４：４０～１６：１０

通常の授業時間帯

５

６

１８：００～１９：３０

１９：４０～２１：１０
夜間の授業時間帯
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３．学　位　関　係
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様式８

主 論 文 要 旨

題 名

平成（雑誌名 巻 号 頁～ 頁、 年 月）

氏名

令和
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様式９

予備審査申請書

平成 年 月 日

岩手医科大学長　　殿

申請者氏名 賤
所 属

現 住 所
℡

学位論文題名

指導教授 紹 介 者賤 賤

このたび貴大学院歯学研究科に学位を申請したいので、下記の通り関係書類を添えて学位

論文の予備審査を申請します。

記

①　学位論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
②　参考論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１部
③　論文目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
④　論文要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 １通
潸　履歴書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 ５通
澁　研究歴証明書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 １通
⑦　学位論文提出者概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
潯　戸籍抄本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
潛　最終学校卒業(修了)証明書(本学卒業者は除く)　　　　　　　　１通
濳　歯科医師免許証又は医師免許証を有する者はその写　　　　　　１通
潭　紹介状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
澂　推薦書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
潼　共著論文による学位申請の承諾書　　　　　　　　　　　　　　１通
潘　学位申請書ほかの研究分担内容　　　　　　　　　　　　　　　１通
澎　学位申請論文受付カード　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通
澑　写真(１枚は提出概要に添付のこと)　　　　　　　　　　　　　２枚

令和
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様式10

学位申請紹介状

平成 年 月 日

岩手医科大学長　　殿

学位申請者氏名

上記の者の岩手医科大学大学院歯学研究科への学位論文審査申請を紹介いたします。

紹介者氏名 賤

記

※紹介者は、本学歯学研究科委員に限る。

令和
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歯歯学学研研究究科科課課程程修修了了認認定定ののたためめのの学学位位論論文文取取扱扱いいにに関関すするる内内規規

制定 昭和61年４月16日

改正 平成４年５月20日

平成13年３月12日

平成15年２月７日

平成22年７月７日

第１条 岩手医科大学大学院歯学研究科（以下「本研究科」という。）の課程修了認定のための学

位論文の取扱いについては、岩手医科大学大学院学則及び岩手医科大学学位規程に定めるも

ののほか、この内規の定めるところによる。

（学位論文の提出資格）

第２条 本研究科に３年以上在学し、本学大学院学則第８条に規定する所定の単位を修得した者

（学位論文提出に要する書類）

第３条 学位論文を提出するときは、次の書類を提出しなければならない。

(1) 学位論文審査願（様式３） １通

(2) 学位論文 24部

(3) 参考論文（添付する場合のみ） 各４部

(4) 主論文要旨（様式８） １通

(5) 論文目録（様式４） １通

(6) 履歴書（様式５） １通

(7) 戸籍抄本 １通

（学位論文審査委員の選出）

第４条 主査および副査は本研究科委員会が選出した大学院担当教員とする。

２ 学位論文審査委員は、主査１名、副査２名とする。但し、本研究科委員会が必要と認めた

ときは、副査をさらに２名まで加えることができる。

３ 学位論文の共著者に加わっている者は、主査になることができない。

４ 本研究科委員会委員以外の者が学位論文審査委員となった場合、その審査委員は、当該学

位論文１件について、本研究科委員会における合否の議決に加わることができる。

（学位論文）

第５条 学位論文は原則として単著とする。但し、共著論文にあっては別に定める。

２ 学位論文は原則として印刷公表したものとする。印刷中の場合は、その掲載証明書の添付

を必要とする。

但し、掲載証明書が得られていない場合には、指導教授の証明等によりこれに代えること

ができる。

（研究発表）

第６条 学位論文を提出しようとする者は、その内容を本研究科委員会が指定する研究発表会にお

いて発表しなければならない。

（学位論文の提出期限）

第７条 学位を受けようとする者は、学位論文に所定の書類を添えて所定の期限までに提出しなけ

ればならない。期日は別表の日程により取り扱うものとする。

附 則

この内規は、平成４年５月20日から施行する。

附 則

この内規は、平成13年４月１日から施行する。

附 則

この内規は、平成15年１月15日から施行する。

附 則

この内規は、平成22年７月７日から施行する。
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予予備備審審査査ににかかかかわわるる内内規規

１．予備審査

（1）歯学研究科教務委員会は、論文を提出しようとする者に対し資格審査を行い、その結果を

予備審査報告書（様式11）に基づいて歯学研究科委員会に報告する。

（2）歯学研究科教務委員会は、学位論文審査申請があった日から原則として１カ月以内に予備

審査を完了しなければならない。

２．申請時期

別表の学位申請の時期参照。

３．提出書類

（1）予備審査申請書類

① 予備審査申請書（様式９） １通

② 学位論文 ５部

③ 参考論文（２編以上） 各１部

④ 論文目録（様式４） ５通

⑤ 主論文要旨（様式８） ５通

⑥ 履歴書（様式５） １通

⑦ 研究歴証明書（様式７） 各１通

⑧ 戸籍抄本 １通

⑨ 最終学校の卒業（修了）証明書（本学卒業者を除く） １通

⑩ 歯科医師免許証又は医師免許証を有する者はその写し １通

⑪ 紹介状（様式10） １通

⑫ 推薦書 １通

（2）予備審査申請書に学位論文指導者名及び紹介者名の記入捺印のないものは受理しない。

（3）学外者よりの学位論文審査申請の場合には、本学歯学研究科委員の紹介状（様式10）及

び所属研究機関長の推薦書を添付しなければならない。
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岩岩手手医医科科大大学学大大学学院院歯歯学学研研究究科科にに於於けけるる

共共著著論論文文にによよるる学学位位請請求求論論文文取取扱扱いい内内規規

平成 元年 10 月 18 日 制定

平成 14 年 12 月 19 日 改正

平成 21 年 2 月 18 日 改正

平成 23 年 3 月 8 日 改正

第第１１条条 学位請求者は、単著論文のほかに共著論文をもって学位を請求することができる。

ただし、共著論文の場合は学位請求者が第一著者である場合に限るものとする。

第第２２条条 学位請求論文の共著者数には特に制限を設けないが、共著者は一般的な著者決定の

原則にしたがって決定しなければならない。

第第３３条条 共著論文で学位を請求する場合、学位請求者は次の書類を学位論文審査願または学

位申請書に添付しなければならない。

① 当該研究における研究者それぞれの役割を明らかにした書類

② 当該論文で学位を申請することに対する共著者全員の承諾書

第第４４条条 第一著者と第二著者の研究貢献度が同様で、両者を筆頭著者として記載されている論

文は、第二著者も筆頭著者として扱う論文を学位論文として提出することができる。ただし、

この場合においては学位請求者が第一著者である場合に限るものとする。

附附 則則

この内規は、平成元年 11 月 1 日から施行する。

附附 則則

この内規は、平成 15 年 1 月 1 日から施行する。

附附 則則

この内規は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。

附附 則則

この内規は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。
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承承 諾諾 書書

平成 年 月 日

岩手医科大学大学院

歯 学 研 究 科 長 殿

論文題目

学術雑誌名

第 巻、第 号

発行年月日 平成 年 月（掲載・掲載予定）

上記論文を 氏が岩手医科大学歯学博士の学位申請論文として

提出することを承諾します。

なお、私ども当該論文を学位論文として過去に使用したことがなく、また、将来におい

て使用しないことを誓約します。

共著者氏名

㊞ ㊞

㊞ ㊞

㊞ ㊞

㊞ ㊞

㊞ ㊞

㊞ ㊞
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学位請求者の分担内容

本研究における共著者の役割は以下のとおりである。

氏 名 果たした役割 印

(学位請求者)
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眇  歯学研究科委員会申合せ事項 

研究歴年数の算定について 

① 専攻生（平成 10年 4月 1日付、研究生に名称変更）は 10年以上在籍し、本研究科教授の指 

導を受けた者。この場合大学の専任職員として歯学研究に従事した期間並びに大学院歯学研究 

科に在学した期間の年限だけ短縮を認めることができる。 

算定は以下の表による。 

基礎歯科学系 

勤務年数 研究生の年数 合計の研究歴 

１ ９ 10

２ ８ 10

３ ４ ７ 

４ ３ ７ 

５ １ ６ 

臨床歯科学系 

勤務年数 研究生の年数 合計の研究歴 

１ ９ 10

２ ８ 10

３ ５ ８ 

４ ４ ８ 

５ ２ ７ 

６ １ ７ 

－ 1 －

眇  歯学研究科委員会申合せ事項 

研究歴年数の算定について 

① 専攻生（平成 10年 4月 1日付、研究生に名称変更）は 10年以上在籍し、本研究科教授の指 

導を受けた者。この場合大学の専任職員として歯学研究に従事した期間並びに大学院歯学研究 

科に在学した期間の年限だけ短縮を認めることができる。 

算定は以下の表による。 

基礎歯科学系 

勤務年数 研究生の年数 合計の研究歴 

１ ９ 10

２ ８ 10

３ ４ ７ 

４ ３ ７ 

５ １ ６ 

臨床歯科学系 

勤務年数 研究生の年数 合計の研究歴 

１ ９ 10

２ ８ 10

３ ５ ８ 

４ ４ ８ 

５ ２ ７ 

６ １ ７ 

－ 1 －
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４．奨 学 金 制 度



岩手医科大学大学院奨学規程

昭和 年５月 日制定

平成 年４月１日最終改正

（貸与）

第１条 学校法人岩手医科大学は、本大学院学生にして、成績優秀、身体健全、品行方正な者に対して奨学

金を貸与する。

（金額及び採用数）

第２条 奨学金貸与の額は、年額 万円とし、これを受ける者の数は、医学研究科、歯学研究科及び薬学研

究科のそれぞれ一つの学年につき若干名とする。

（出願）

第３条 奨学金の貸与を受けたい者は、毎学年度の始めに指定する期日までに所定の願書（別紙様式）を学

長に提出しなければならない。

（選考及び決定）

第４条 奨学生は、関係する大学院研究科で選考のうえ、運営会議の議を経て理事長が決定する。

２ 理事長は、前項の決定をしたときは、これを理事会に報告するものとする。

（貸与の方法）

第５条 奨学金は、毎月１箇月分ずつを貸与するものとする。

（貸与期間）

第６条 奨学金の貸与は、当該年度限りとする。ただし、同一手続きを経て、重ねて貸与することを妨げな

い。この場合においても、同一学生についての貸与期間は４年を限度とする。

（貸与の取消）

第７条 理事長は、奨学金の貸与を受ける者がその資格条件を欠くと認めるとき、運営会議の議を経て奨学

金の貸与を取消すことができる。

（奨学金の返還）

第８条 奨学金の貸与を受けた者が、その期間を終了したとき、退学したとき又は前条の規定により貸与を

取消されたときは、貸与された奨学金の全額を返還しなければならない。

（利子）

第９条 奨学金は、無利子とする。

（返還期間）

第 条 奨学金の返還期限は、貸与期間の終了した月の翌月から起算して４年以内とし、貸与を受けた月数

に相当する月数をもって返還を終了するものとする。

（返還方法）

第 条 奨学金の返還は、毎月行うものとし、その月額は貸与された月額と同額とする。ただし、一時に返

還することを妨げない。

（延滞金）

第 条 奨学金の返還を滞納した者は、年５％に相当する額の延滞金を支払わなければならない。

（規程の改廃）

第 条 この規程の改廃は、運営会議の議を経て理事会が決定する。

附 則

この規程は、昭和 年４月１日から施行する。

附 則
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１ この規程は、平成３年２月１日から施行する。

２ ただし、現に大学院在学中の学生については、改正規程にかかわらず、なお従前の例による。

附 則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。

附 則

この規程は、平成 年４月１日から施行する。
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